
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2477 号 
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2020.7～2021.6 
会   長 岩本洋子 
副 会 長 小川佳伸 
幹   事 宮田幹二 
雑誌･広報･会報委員長  

吉川秀樹 

 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

 

第 2894 回例会 

 

創立 1959 年 6 月 16 日 

 

 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

令和 2 年 8 月 25 日 

 

2020～21 年度 
国際ロータリー会長 

ホルガー・クナーク 

(ロータリーは機会の扉を開く) 

RC 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内         
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12時 30分より  
事   務   局：10時～16時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： w ww .s u n - i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/  

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 

 

「豊中市の監査委員をしていてわかったこと」 

2020-21年度 会長 岩本洋子 

平成１１年から１７年までの６年間、豊中市の監査委員をしていました。 

監査委員というのは、弁護士とか公認会計士とかが就任して、豊中市役所やその出先機関、例えば水

道局とか消防署とか市立豊中病院とか小学校のお金について、不適当な流れがないか検査する役割で

す。この６年間、弁護士をしながら、一方、私は豊中市から月給をもらっておりました。 

この監査委員の仕事で一番印象に残ったのは、小学校で給食費が入金になっていないことがあること

でした。 

「義務教育は無償のはずだ。憲法第２６条にそう書いてある。」と言って主義主張から給食費を払わ

ない親御さんもいますが、たいていは払えない家庭状況のようでした。修学旅行費とか卒業アルバム代

といった実費の未収もありました。 

未収は未収でいいので隠さず公にして下さい、豊中市の実態を明らかにして下さいと監査委員は言う

のですが、小学校の先生方はそうは考えず、自転車操業的に入金したことにしたり、自分のポケットマ

ネーで補填したりしておられました。 

今、社会で問題になっている「子供の貧困」というのは確かに存在します。 

監査委員の経験から「子供食堂」に関心を持ちました。８月１１日の卓話は大そう興味深いものでした。

北森さんは「ロータリアンがフライパンを持って料理を作る必要はない！」と言われました。なるほど！

理解しました。私達は「子供の貧困」や「子供食堂」というテーマに常に関心を持っておくことが求め

られていると考えました。 

 

 

  

 
 
 

 

                           

     

 

 本 日 （ 8 月 2 5 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「今後の経済環境と投資テ－マ 

2020年コロナ禍において」 
 

卓 話 担 当 ： 平 野 和 枝  
 
～ 移 動 例 会 ～  

 

次 回（ 9 月  1 日 ）の プ ロ グ ラ ム  
 
 

「 イ ス ラ ム 教 の 葬 儀 」  

 

卓 話 担 当 ： 田 畑 榮 彦  
 

 

mailto:jtrc2660@sun-inet.or.jp


例 会 出 席 報 告☆ 

                             

     第2893回 第2890回 

例 会 日   8月 11日 7月 14日 

① 会員数 A 38 38 

  （内出席免除者） 7 7 

② 出席義務者数  31 31 

③ 出席義務者出席数 19 23 

④ 出席免除者出席数  4 6 

⑤ メイクアップ数    1 

⑥ 出席義務者欠席数  12 8 

出席率 % 65.71% 81.08% 

出席率（前回）= ③+④／②+④ 出席率（前々 回々）= ③+④+⑤／②+④ 
 

○幹 事 報 告○ 

 

・（公財）ロータリー米山記念奨学会より 

「ハイライトよねやま ２４５が届きました。」 

▼全文は、こちらよりご覧ください。  

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highli

ght245_pdf.pdf 

 
✑ 掲 示 板 ✑ 
 

・第 3回定例理事会 

 日  時：9月 1日（火）       例会終了後 

 場  所：ホテルアイボリー3F    例会場前 
・職業奉仕委員長会議 
日  時：9月 5日（土）  13：00～15：30 

 場  所：大阪 YMCA会館 
・ロータリー財団セミナー 
日  時：9月 12日（土）  14：00～17：00 

 場  所：大阪 YMCA会館 
・米山奨学委員長会議 
日  時：9月 26日（土）  14：00～16：00 

 場  所：大阪 YMCA会館 
・豊中 RC秋の親睦ゴルフ 
 日  時：9月 27日（日）  スタート 9：15 IN 
場  所：関西カントリークラブ  

          京都府亀岡市西別院町柚原東深谷 9番地 
        ℡ 0771-27-2131 

 
※9月 15日（火）は定款により休会となります。 

※9月 22日（火）は祝日により休会となります。 
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◎副幹事・副 SAA当番◎ 
8月副幹事      谷野 桂子 会員 
8 月副 SAA      原  和永 会員 
 
9月副幹事      松本 拓郎 会員 
9 月副 SAA     田畑 榮彦 会員 

☆8月受付当番☆ 
チーフ：米田 眞会員 
8月 25日   志水清紀会員、田畑榮彦会員 
☆9月受付当番☆ 
チーフ：松本拓朗会員 
9月  1日   眞下 節会員、原 和永会員 
9月  8日   米田 眞会員、松本 悟会員 
 

 8月 11日のニコニコ箱報告  

・結婚記念日祝いを頂いて       平野会員 

・入会記念日祝いを頂いて       平野会員 

・大阪カリーを頂きありがとうございました。 

                   松山会員 

～お礼～ 
8月 11日（火）例会終了後に開催いたしました
クラブ奉仕フォーラムにはたくさんの会員の方々
にご出席いただきました。ありがとうございまし
た。 
 

豊中ロータリークラブ 
会長：岩本洋子  
幹事：宮田幹二 

クラブ奉仕委員長：小川佳伸 

 

 

〇8月 11日のゲストとビジター〇 

・（有）樂八 代表取締役 北森 勝司 様 

・神戸学院大学 3回生   原田 翔生 様 

 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight245_pdf.pdf
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight245_pdf.pdf
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✑8月 11日の卓話✑ 

 

「こども食堂について」  

（有）樂八 代表取締役 

北森 勝司 様 

 

こども食堂はこどもの居場所作りや食事、学習支援など色々な目的があり、大阪府では 280ヶ所、豊中市

では 16ヶ所あります。 

 2015 年月から樂八親子こども食堂を開きました。年配の方に参加してもらい、若いお母さんたちは経験

豊富な年配の方のお話しを聞いて知恵をもらい、逆に年配の方はひとつのテーブルでこども達と食事をすれ

ば、こども達から元気をもらい、いい交流の場を作っていきたいと思いました。 

学習支援の一環として宿題を持ってきたり、折り紙をして遊んだりします。アルバイトの学生たちと時間

を共に過ごします。大阪大学、関西大学の学生がゼミで発表するために体験や実習に来ています。大学生に

勉強だけでなく、生活全般においてこどもたちのロールモデルとなって、将来を考えるきっかけやヒントを

与える場所になればいいと願っています。これを月に 1回開いています。 

こども食堂が月に１回はどうなのかと思い、カウンターだけの小さな店（みんなの食堂）を開店しました。

一般の方も食べることが出来るようにして利益を出し、自立したこども食堂を目指しました。ボランティア

ではなく、人が働けば給料がもらえる。 

そして今一番大切にしなければならないことは、自分たちが出来ることのみを行い、皆が負担にならない

こと、そして長く続けることによって、いろんな形態のこども食堂があってもよいと考えています。みんな

が成功者となります。 

もう一つ大切なことは、こどもたちの助けてほしいサインなどを感じた時には自分一人で判断するのでは

なく、プロに伝える、相談することです。市役所の職員やソーシャルワーカー、社会福祉士などに速やかに

伝える、相談すべきです。 

 これは私の思いですが、豊中で 30 個の子ども食堂が出来れば、毎日豊中のどこかでやっていることとな

り、こども達の交流も増えます。豊中の飲食店すべてが月に 1度 2時間だけ店の一部をこども食堂にしてく

れたら、多くのこども食堂のある町になります。 

 

 

クラブ奉仕フォーラム 

令和 2年 8月 11日（火）午後 1時 30分から 2時 30分まで 

講師 北森勝司氏（居酒屋チェーン「楽八」代表取締役） 

議題 「こども食堂」について 

出席 岩本、宮田、北村、畑田、谷野、米田、村司、松山、原、矢口、武枝、佐川、澤木、森本、木村、小川

(敬称略、順不同) 

 

１「こども食堂」を知る事になったきっかけ 

 テレビで知り、豊中市の社協と連絡を取り、始めることとした。 

 

 



 

 

 

 ２「こども食堂」をどうして始めようと思ったのか？ 

豊中市で創業し商売を拡張してきたため恩返しのつもりでまず始めてみた。また「こども食堂」を運営する

上で、場所、道具、人材、衛生管理（法律面も含む）が予め整っている飲食業は事業を始めやすかった。 

３、コロナ前の「こども食堂」とコロナ後の「こども食堂」の変化また運営上難しくなった事 

 学校で行っている「こども食堂」は、3 密を避けるためコロナ後には、弁当を配布する様になった。また楽

八の「こども食堂」では、学習指導、料理教室を併設していたが、コロナ後は、一時休止し、食事の提供だけ

にしている。また「みんなの毎日食堂」も運営していたが、現在休止し、時期が来れば再開しようと考えてい

る。 

 

 

４、豊中市内の「こども食堂」の現状：他の「こども食堂」の様子をわかる範囲で 

 現在豊中市内で 16 ヶ所の「こども食堂」が運営されている。社協を中心として横の繋がりもある。経

営形態は様々で一戸建てで月１回程度行っているところもあれば、学校内で運営している「こども食堂」

もある。また楽八の様に飲食店が併設し活動している場合もある。形態として飲食店に併設されている食

堂は少ない。 

５、１回の「こども食堂」で何人くらいのこどもの食事の世話をするのか？ 

 20人から 60人くらい。人数に変動がある為、事前予約も受けている。 

６、１人にかける予算はいくら位で収支についてはどの様なものか？ 

 原価は、一食あたり 200 円から 250 円程度。こどもからは、食事代金として 100 円、大人は、500 円

徴収している。 

７、現在ロータリークラブでは会員の余ったお菓子（貰い物です）を利用して食後のお菓子の提供を行お

うという意見もあるが、需要はあるか？ 

ロータリークラブが「こども食堂」に対して援助するのであれば、一度社協に問い合わせて必要なもの

は何かを聞いてみるのが良いと思われる。お菓子を含め、物質的な援助は、嬉しい。 

８、今後持続可能な事業として運営してゆくにはどの様な事が大事だと考えているか？ 

 寄付や補助金に頼るのではなく、事業として成り立つ様なスキームが必要である。仕入れ先にも最低限

の利益を得てもらい、従事者もボランティアではなく適正な給与の支払いを行うことが持続的な運営に不

可欠だと考えている。ボランティアばかりに頼る運営では事業の継続は難しい。また市内のレストランな

どの飲食店(サイゼリヤやガストなど)が、月に 1度「こども食堂」を開催してくれれば、30カ所の協力で

毎日豊中市のどこかで「こども食堂」が開かれていることとなり、より使いやすく有効に機能すると思う。 

 

まとめ 

数年前からマスメディアで「こども食堂」が注目されるようになった。当初、経済的な理由で十分な食

事が取れないこどもを対象にこの事業が始まったようだが、特に豊中市では、母子家庭などで、母親が働

いており 1人で夕食を取らなければならないこどもや独居老人などに楽しく食事をとってもらう、そして

社会のコミュニティーに参加してもらう機会を増やすことに「こども食堂」の目的が変容しているようで

ある。 

我々のクラブも金銭的な協力以外にどのような協力ができるのか検討してみる必要があると思われる。 

 


